
(57)【要約】

　【課題】防犯性に優れた扉装置11を提供する。

　【解決手段】扉体13を主扉23および副扉24で構成する

。主扉23の一側に嵌合部26を設け、扉枠12の一側に主扉

23の嵌合部26が扉枠12の開口部20の内方からのみ挿脱可

能に嵌合する被嵌合部27を設ける。主扉23の他側を扉支

持体31で回動可能に支持し、扉支持体31に副扉24を設け

、扉支持体31および副扉24の他側を扉枠12の他側に回動

可能に支持する。扉体13の開放時には、主扉23の他側を

扉枠12の開口部20の外側に移動させながら、主扉23の一

側を扉枠12に沿って開口部20の内方へ移動させ、嵌合部

26を被嵌合部27から外す。扉体13の閉鎖時には、主扉23

の一側を扉枠12に沿って開口部20の内方から移動させ、

嵌合部26を被嵌合部27に嵌合させながら、主扉23の他側

を扉枠12の開口部20の内側に移動させる。

　【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、
　 こ の 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
　 前 記 扉 体 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 扉 体 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱
可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 体 の 開 放 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ
て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 す と と も に 前 記 扉 体 の 他 側 を 支 点 と し て 前 記 扉 体 を 開
放 可 能 と し 、 前 記 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方
か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ る 扉 支 持 手 段 と
　 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 扉 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、
　 こ の 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
　 前 記 扉 体 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 扉 体 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱
可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 体 の 一 面 側 に 位 置 し 、 一 側 の 第 １ の 支 軸 に て 前 記 扉 体 の 他 側 近 傍 に 回 動 可 能 に 連
結 さ れ 、 他 側 の 第 ２ の 支 軸 に て 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 扉 体 の 開 放 時
に は 前 記 扉 体 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉
枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 前 記 扉 体
の 閉 鎖 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌
合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 扉 体 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ
せ る 扉 支 持 体 と
　 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 扉 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、
　 一 側 の 主 扉 お よ び 他 側 の 副 扉 を 有 し 、 こ れ ら 主 扉 お よ び 副 扉 が 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側
に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
　 前 記 主 扉 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 主 扉 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱
可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 体 の 一 面 側 に 位 置 し 、 一 側 の 第 １ の 支 軸 に て 前 記 主 扉 の 他 側 に 回 動 可 能 に 連 結 さ
れ 、 他 側 の 第 ２ の 支 軸 に て 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 か つ 前 記 副 扉 が 設 け ら
れ 、 前 記 扉 体 の 開 放 時 に は 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 前
記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合
部 か ら 外 し 、 前 記 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方
か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の
開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ せ る 扉 支 持 体 と
　 を 具 備 し て い る こ と を 特 徴 と す る 扉 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、
　 一 側 の 主 扉 お よ び 他 側 の 副 扉 を 有 し 、 こ れ ら 主 扉 お よ び 副 扉 が 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側
に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
　 前 記 主 扉 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、
　 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 主 扉 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱
可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、
　 前 記 主 扉 の 他 側 と 副 扉 の 一 側 と を 回 動 可 能 に 連 結 す る 第 １ の 支 持 軸 と 、
　 前 記 副 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動 可 能 に 支 持 す る 第 ２ の 支 持 軸 と を 備 え 、
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　 前 記 扉 体 の 開 放 時 に は 前 記 副 扉 を 介 し て 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移
動 さ せ な が ら 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合
部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 前 記 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前
記 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 副 扉 を 介
し て 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 扉 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 扉 体 の 一 面 側 で 、 扉 体 と 扉 支 持 体 と の 間 、 扉 体 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少 な く と も １ 箇 所
を 施 錠 す る 施 錠 手 段 を 設 け た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 扉 体 の 一 面 側 で 、 主 扉 と 副 扉 と の 間 、 主 扉 と 扉 枠 と の 間 、 副 扉 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少
な く と も １ 箇 所 を 施 錠 す る 施 錠 手 段 を 設 け た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 扉 体 の 開 放 状 態 の と き に 主 扉 と 扉 支 持 体 と の な す 角 度 を 所 定 角 度 で 保 持 す る 保 持 手 段 を
備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 主 扉 の 一 側 が 扉 枠 よ り 外 側 に 開 放 さ れ た 開 放 状 態 で 第 １ の 支 持 軸 お よ び 第 ２ の 支 持 軸 の
い ず れ か 一 方 を 支 点 と し て 扉 体 を 回 動 さ せ る 保 持 手 段 を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 扉 体 の 他 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 へ 移 動 す る の を 扉 体 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌 合 部 に 嵌 合
し て い る 位 置 で 規 制 し 、 扉 体 の 他 側 と 扉 枠 の 他 側 と の 間 に 間 隙 部 を 形 成 さ せ る 規 制 手 段 を
備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 主 扉 の 他 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 へ 移 動 す る の を 主 扉 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌 合 部 に 嵌 合
し て い る 位 置 で 規 制 す る 規 制 手 段 を 備 え 、
　 副 扉 の 一 部 に 、 扉 枠 の 他 側 の み に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 扉 体 が 規 制 手 段 で 規 制 さ れ た 位
置 に あ る と き に 開 放 さ れ て 主 扉 の 他 側 と 扉 枠 の 他 側 と の 間 に 間 隙 部 を 形 成 す る 副 扉 部 を 設
け た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 扉 体 の 一 側 に 、 こ の 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 扉 枠 側 に 当 接 し て 転 動 す る
ガ イ ド ロ ー ラ を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ０ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 扉 体 の 開 閉 を 指 示 す る 開 閉 指 示 手 段 と 、
　 こ の 開 閉 指 示 手 段 に よ る 指 示 に 基 づ い て 扉 体 を 開 閉 駆 動 す る 開 閉 駆 動 手 段 と を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 扉 体 に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ー ザ 本 体 、 扉 枠 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ た ス ラ
イ ダ 、 こ れ ら ク ロ ー ザ 本 体 と ス ラ イ ダ と を 連 結 す る 一 対 の リ ン ク 、 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 の 開
口 部 の 内 側 に 位 置 す る 状 態 で ス ラ イ ダ の ス ラ イ ド を 許 容 す る と と も に 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 の
開 口 部 の 外 側 に 移 動 し て い る 状 態 で ス ラ イ ダ の ス ラ イ ド を 規 制 す る ス ラ イ ダ 係 止 手 段 を 有
し 、 ク ロ ー ザ 本 体 に よ り 一 対 の リ ン ク お よ び ス ラ イ ダ を 介 し て 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動
し て い る 扉 体 を 閉 鎖 方 向 に 付 勢 す る ク ロ ー ザ を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 一 戸 建 て や マ ン シ ョ ン な ど の 住 宅 用 玄 関 ド ア な ど に 用 い ら れ る 扉 装 置 で は
、 建 物 側 に 扉 枠 が 設 置 さ れ 、 こ の 扉 枠 に 扉 体 が 開 閉 可 能 に 設 置 さ れ て い る 。 扉 体 は 、 こ の
扉 体 の 一 側 の 戸 先 に 対 し て 反 対 側 の 他 側 が ヒ ン ジ に よ っ て 扉 枠 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 ヒ
ン ジ を 支 点 と し て 扉 体 の 戸 先 側 が 開 閉 さ れ る 。 扉 体 の 戸 先 側 に は 扉 体 の 閉 鎖 状 態 で 戸 先 か
ら 扉 枠 側 へ 向 け て ロ ッ ク 金 具 が 突 出 し て 施 錠 す る 施 錠 機 構 が 設 け ら れ 、 扉 枠 側 に は ロ ッ ク
金 具 が 嵌 合 す る 受 金 具 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 こ の よ う な 扉 装 置 で は 、 扉 体 の 回 動 に よ る 開 閉 を 可 能 と す る た め に 、 扉 体 の 戸
先 と 扉 枠 と の 間 に 隙 間 が あ り 、 そ の 隙 間 を 通 じ て 扉 体 の 施 錠 機 構 と 扉 枠 の 受 金 具 と の 間 の
箇 所 に バ ー ル な ど を 差 し 込 ん で 扉 体 の 施 錠 機 構 と 扉 枠 の 受 金 具 を 変 形 さ せ 、 扉 体 の 戸 先 を
扉 枠 か ら 外 側 に 引 き 起 こ し て 施 錠 を 強 制 的 に 解 除 し 、 扉 体 を 開 放 す る 事 件 が 発 生 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 扉 体 の 戸 先 に 扉 枠 の 外 面 に 重 な る ガ ー ド 部 を 設 け る と と も に こ の ガ ー ド 部 の 先
端 側 を 断 面 Ｌ 字 形 に 設 け 、 こ の ガ ー ド 部 の 先 端 を 扉 枠 の 外 面 に 設 け た 溝 部 に 侵 入 さ せ る こ
と に よ り 、 カ ー ド 部 で 扉 体 の 戸 先 と 扉 枠 と の 間 の 隙 間 を 隠 蔽 し 、 バ ー ル な ど に よ る カ ー ド
部 の 引 き 起 こ し を 簡 単 に は で き な い よ う に し て 扉 体 が 開 放 さ れ る の を 防 ぐ よ う に し た 扉 装
置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ８ ８ ４ ９ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ － ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 扉 装 置 で は 、 扉 体 の 戸 先 を 工 夫 し て 扉 体 が 開 放 さ れ る の を 防 ぐ よ う に し た も の も
あ る が 、 基 本 的 に 扉 体 の 回 動 に よ り 扉 枠 に 対 し て 開 閉 す る 構 造 で あ る た め 、 扉 体 の 戸 先 を
扉 枠 か ら 外 側 に 引 き 起 こ し て 施 錠 を 強 制 的 に 解 除 し 、 扉 体 を 開 放 す る こ と は 可 能 で あ り 、
防 犯 性 が 十 分 で な い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉 装 置 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 扉 装 置 は 、 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、 こ の 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま
り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、 前 記 扉 体 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け
ら れ 、 前 記 扉 体 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部
と 、 前 記 扉 体 の 開 放 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ
せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 す と と も に 前 記 扉 体 の 他 側 を 支 点 と し て 前 記 扉 体 を
開 放 可 能 と し 、 前 記 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内
方 か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ る 扉 支 持 手 段 と を 具 備 し て い る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 扉 装 置 は 、 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、 こ の 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま
り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、 前 記 扉 体 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け
ら れ 、 前 記 扉 体 の 一 側 の 嵌 合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部
と 、 前 記 扉 体 の 一 面 側 に 位 置 し 、 一 側 の 第 １ の 支 軸 に て 前 記 扉 体 の 他 側 近 傍 に 回 動 可 能 に
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連 結 さ れ 、 他 側 の 第 ２ の 支 軸 に て 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 扉 体 の 開 放
時 に は 前 記 扉 体 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記
扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 前 記 扉
体 の 閉 鎖 時 に は 前 記 扉 体 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 前 記
嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 扉 体 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動
さ せ る 扉 支 持 体 と を 具 備 し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 扉 装 置 は 、 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、 一 側 の 主 扉 お よ び 他 側 の 副 扉 を
有 し 、 こ れ ら 主 扉 お よ び 副 扉 が 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
前 記 主 扉 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 主 扉 の 一 側 の 嵌
合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、 前 記 扉 体 の 一 面 側 に 位
置 し 、 一 側 の 第 １ の 支 軸 に て 前 記 主 扉 の 他 側 に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 他 側 の 第 ２ の 支 軸 に
て 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 か つ 前 記 副 扉 が 設 け ら れ 、 前 記 扉 体 の 開 放 時 に
は 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠
に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 前 記 扉 体 の
閉 鎖 時 に は 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合
部 を 前 記 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ せ
る 扉 支 持 体 と を 具 備 し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 扉 装 置 は 、 開 口 部 が 形 成 さ れ た 扉 枠 と 、 一 側 の 主 扉 お よ び 他 側 の 副 扉 を
有 し 、 こ れ ら 主 扉 お よ び 副 扉 が 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 と 、
前 記 主 扉 の 一 側 に 設 け ら れ た 嵌 合 部 と 、 前 記 扉 枠 の 一 側 に 設 け ら れ 、 前 記 主 扉 の 一 側 の 嵌
合 部 が 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 と 、 前 記 主 扉 の 他 側 と 副 扉
の 一 側 と を 回 動 可 能 に 連 結 す る 第 １ の 支 持 軸 と 、 前 記 副 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 他 側 に 回 動
可 能 に 支 持 す る 第 ２ の 支 持 軸 と を 備 え 、 前 記 扉 体 の 開 放 時 に は 前 記 副 扉 を 介 し て 前 記 主 扉
の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前
記 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 前 記 扉 体 の 閉 鎖 時 に は
前 記 主 扉 の 一 側 を 前 記 扉 枠 に 沿 っ て 前 記 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 前 記 嵌 合 部 を 前 記 被
嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 前 記 副 扉 を 介 し て 前 記 主 扉 の 他 側 を 前 記 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移
動 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体 の 一 面 側 で 、
扉 体 と 扉 支 持 体 と の 間 、 扉 体 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少 な く と も １ 箇 所 を 施 錠 す る 施 錠 手 段
を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体 の 一 面 側 で 、
主 扉 と 副 扉 と の 間 、 主 扉 と 扉 枠 と の 間 、 副 扉 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少 な く と も １ 箇 所 を 施
錠 す る 施 錠 手 段 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体 の 開 放 状 態 の
と き に 主 扉 と 扉 支 持 体 と の な す 角 度 を 所 定 角 度 で 保 持 す る 保 持 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 主 扉 の 一 側 が 扉 枠 よ り 外 側
に 開 放 さ れ た 開 放 状 態 で 第 １ の 支 持 軸 お よ び 第 ２ の 支 持 軸 の い ず れ か 一 方 を 支 点 と し て 扉
体 を 回 動 さ せ る 保 持 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ２ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体 の 他 側 が 扉 枠 の 開 口 部
の 外 側 へ 移 動 す る の を 扉 体 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌 合 部 に 嵌 合 し て い る 位 置 で 規 制 し 、 扉 体
の 他 側 と 扉 枠 の 他 側 と の 間 に 間 隙 部 を 形 成 さ せ る 規 制 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 主 扉 の 他 側 が 扉
枠 の 開 口 部 の 外 側 へ 移 動 す る の を 主 扉 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌 合 部 に 嵌 合 し て い る 位 置 で 規
制 す る 規 制 手 段 を 備 え 、 副 扉 の 一 部 に 、 扉 枠 の 他 側 の み に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 扉 体 が 規
制 手 段 で 規 制 さ れ た 位 置 に あ る と き に 開 放 さ れ て 主 扉 の 他 側 と 扉 枠 の 他 側 と の 間 に 間 隙 部
を 形 成 す る 副 扉 部 を 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 １ な い し １ ０ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体
の 一 側 に 、 こ の 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 扉 枠 側 に 当 接 し て 転 動 す る ガ イ ド
ロ ー ラ を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体
の 開 閉 を 指 示 す る 開 閉 指 示 手 段 と 、 こ の 開 閉 指 示 手 段 に よ る 指 示 に 基 づ い て 扉 体 を 開 閉 駆
動 す る 開 閉 駆 動 手 段 と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 扉 装 置 は 、 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 に お い て 、 扉 体
に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ー ザ 本 体 、 扉 枠 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ダ 、
こ れ ら ク ロ ー ザ 本 体 と ス ラ イ ダ と を 連 結 す る 一 対 の リ ン ク 、 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の
内 側 に 位 置 す る 状 態 で ス ラ イ ダ の ス ラ イ ド を 許 容 す る と と も に 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 の 開 口 部
の 外 側 に 移 動 し て い る 状 態 で ス ラ イ ダ の ス ラ イ ド を 規 制 す る ス ラ イ ダ 係 止 手 段 を 有 し 、 ク
ロ ー ザ 本 体 に よ り 一 対 の リ ン ク お よ び ス ラ イ ダ を 介 し て 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 し て い
る 扉 体 を 閉 鎖 方 向 に 付 勢 す る ク ロ ー ザ を 備 え た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 扉 体 の 一 側 に 嵌 合 部 を 設 け る と と も に 、 扉 枠 の 一 側 に
扉 体 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 設 け 、 扉 体 を
支 持 す る 扉 支 持 手 段 に よ り 、 扉 体 の 開 放 時 に は 、 扉 体 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方
へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 か ら 外 す こ と に よ り 、 扉 体 の 他 側 を 支 点 と し て 扉 体 を 開 放
し 、 ま た 、 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 、 扉 体 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌
合 部 を 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ る 構 造 で あ る た め 、 扉 体 の 閉 鎖 状 態 で は 、 例 え ば バ ー ル な ど を
用 い て も 扉 体 の 一 側 で あ る 戸 先 を 嵌 合 状 態 に あ る 扉 枠 か ら 外 す の は 困 難 で あ り 、 防 犯 性 に
優 れ た 扉 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 扉 体 の 一 側 に 嵌 合 部 を 設 け る と と も に 、 扉 枠 の 一 側 に
扉 体 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 設 け 、 扉 体 を
支 持 す る 扉 支 持 体 に よ り 、 扉 体 の 開 放 時 に は 、 扉 体 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ
せ な が ら 扉 体 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 か ら 外 し
、 ま た 、 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 、 扉 体 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌 合
部 を 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 扉 体 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ せ る 構 造 で あ る
た め 、 扉 体 の 閉 鎖 状 態 で は 、 例 え ば バ ー ル な ど を 用 い て も 扉 体 の 一 側 で あ る 戸 先 を 嵌 合 状
態 に あ る 扉 枠 か ら 外 す の は 困 難 で あ り 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉 装 置 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 扉 体 を 主 扉 お よ び 副 扉 で 構 成 し 、 主 扉 の 一 側 に 嵌 合 部
を 設 け る と と も に 、 扉 枠 の 一 側 に 主 扉 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に
嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 設 け 、 主 扉 を 支 持 す る と と も に 副 扉 を 設 け た 扉 支 持 体 に よ り 、 扉 体 の
開 放 時 に は 、 主 扉 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動 さ せ な が ら 主 扉 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ
て 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 か ら 外 し 、 ま た 、 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 、 主 扉
の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 主
扉 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の 内 側 に 移 動 さ せ る 構 造 で あ る た め 、 扉 体 の 閉 鎖 状 態 で は 、 例 え
ば バ ー ル な ど を 用 い て も 扉 体 の 一 側 で あ る 戸 先 を 嵌 合 状 態 に あ る 扉 枠 か ら 外 す の は 困 難 で
あ り 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉 装 置 を 提 供 で き る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 扉 体 を 主 扉 お よ び 副 扉 で 構 成 し 、 主 扉 の 一 側 に 嵌 合 部
を 設 け る と と も に 、 扉 枠 の 一 側 に 主 扉 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 開 口 部 の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に
嵌 合 す る 被 嵌 合 部 を 設 け 、 扉 体 の 開 放 時 に は 、 副 扉 を 介 し て 主 扉 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の
外 側 に 移 動 さ せ な が ら 主 扉 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌
合 部 か ら 外 し 、 ま た 、 扉 体 の 閉 鎖 時 に は 、 主 扉 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 移
動 さ せ て 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 に 嵌 合 さ せ な が ら 副 扉 を 介 し て 主 扉 の 他 側 を 扉 枠 の 開 口 部 の 内
側 に 移 動 さ せ る 構 造 で あ る た め 、 扉 体 の 閉 鎖 状 態 で は 、 例 え ば バ ー ル な ど を 用 い て も 扉 体
の 一 側 で あ る 戸 先 を 嵌 合 状 態 に あ る 扉 枠 か ら 外 す の は 困 難 で あ り 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉 装 置
を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 扉 体
の 一 面 側 で 、 扉 体 と 扉 支 持 体 と の 間 、 扉 体 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少 な く と も １ 箇 所 を 施 錠
手 段 で 施 錠 す る た め 、 扉 体 の 一 面 側 に 対 し て 反 対 側 の 他 面 側 に は 施 錠 手 段 が 露 出 す る こ と
が な く 、 扉 体 の 他 面 側 か ら 施 錠 手 段 が 破 壊 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 扉 体
の 一 面 側 で 、 主 扉 と 副 扉 と の 間 、 主 扉 と 扉 枠 と の 間 、 副 扉 と 扉 枠 と の 間 の う ち の 少 な く と
も １ 箇 所 を 施 錠 手 段 に よ り 施 錠 す る た め 、 扉 体 の 一 面 側 に 対 し て 反 対 側 の 他 面 側 に は 施 錠
手 段 が 露 出 す る こ と が な く 、 扉 体 の 他 面 側 か ら 施 錠 手 段 が 破 壊 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 扉 体
の 開 放 状 態 の と き に 保 持 手 段 に よ り 主 扉 と 扉 支 持 体 と の な す 角 度 を 所 定 角 度 で 保 持 す る た
め 、 主 扉 と 扉 支 持 体 と を 一 体 的 に ス ム ー ズ に 開 閉 動 作 で き 、 扉 体 の 閉 鎖 時 に も 扉 体 の 一 側
を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が で き る と と も に 嵌 合 部 を 被 嵌 合
部 に 確 実 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ４ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 主 扉 の 一 側 が
扉 枠 よ り 外 側 に 開 放 さ れ た 開 放 状 態 で 、 保 持 手 段 に よ り 第 １ の 支 持 軸 お よ び 第 ２ の 支 持 軸
の い ず れ か 一 方 を 支 点 と し て 扉 体 を 回 動 さ せ る た め 、 扉 体 を ス ム ー ズ に 開 閉 動 作 で き 、 扉
体 の 閉 鎖 時 に も 主 扉 の 一 側 を 扉 枠 に 沿 っ て 開 口 部 の 内 方 か ら 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が で き
る と と も に 嵌 合 部 を 被 嵌 合 部 に 確 実 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ２ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 規 制 手 段 に よ
り 扉 体 の 他 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 へ 移 動 す る の を 扉 体 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌 合 部 に 嵌 合
し て い る 位 置 で 規 制 す る こ と に よ り 、 扉 体 を 開 放 せ ず に 、 扉 体 の 他 側 と 扉 枠 の 他 側 と の 間
に 間 隙 部 を 形 成 で き 、 こ の 間 隙 部 を 通 じ て 例 え ば 荷 物 な ど の 出 し 入 れ を 可 能 と し た り 通 風
性 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 １ ０ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に 加 え て 、 規
制 手 段 に よ り 主 扉 の 他 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 へ 移 動 す る の を 主 扉 の 嵌 合 部 が 扉 枠 の 被 嵌
合 部 に 嵌 合 し て い る 位 置 で 規 制 す る こ と に よ り 、 副 扉 の 副 扉 部 を 開 放 し て 主 扉 の 他 側 と 扉
枠 の 他 側 と の 間 に 間 隙 部 を 形 成 で き 、 こ の 間 隙 部 を 通 じ て 例 え ば 荷 物 な ど の 出 し 入 れ を 可
能 と し た り 通 風 性 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ １ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し １ ０ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に
加 え て 、 扉 体 の 一 側 に 設 け た ガ イ ド ロ ー ラ が 、 こ の 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 に 沿 っ て 移 動 す る 際
に 扉 枠 側 に 当 接 し て 転 動 す る た め 、 扉 体 の 一 側 の 移 動 を ス ム ー ズ に で き 、 扉 体 と 扉 枠 と が
擦 れ る こ と に よ る 音 の 発 生 や 摩 耗 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 請 求 項 １ ２ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に
加 え て 、 開 閉 指 示 手 段 に よ っ て 扉 体 の 開 閉 を 指 示 す る こ と に よ り 、 開 閉 駆 動 手 段 の 駆 動 に
よ っ て 扉 体 を 自 動 的 に 開 閉 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 １ ３ 記 載 の 扉 装 置 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し １ １ い ず れ か 記 載 の 扉 装 置 の 効 果 に
加 え て 、 扉 体 に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ー ザ 本 体 と 扉 枠 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ
た ス ラ イ ダ と を 一 対 の リ ン ク で 連 結 す る こ と に よ り 、 扉 体 の 開 閉 時 に 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 に
沿 っ て 移 動 す る の に 連 動 し て ス ラ イ ダ が 移 動 し 、 扉 体 の 一 側 が 扉 枠 の 開 口 部 の 外 側 に 移 動
し て い る 開 放 状 態 の と き に ス ラ イ ダ の ス ラ イ ド を 規 制 し て ク ロ ー ザ 本 体 に よ る 扉 体 の 閉 鎖
方 向 へ の 付 勢 作 用 を 機 能 さ せ る こ と が で き る た め 、 例 え ば リ ン ク の 扉 枠 側 に 取 り 付 け る 支
点 位 置 を ス ラ イ ド さ せ な い 場 合 の よ う に そ の 支 点 位 置 を 扉 体 か ら 大 き く 離 反 さ せ た 位 置 に
設 置 し な け れ ば な ら な か っ た り 扉 体 の 開 き 角 度 を 大 き く と れ な い な ど の 問 題 を 解 消 で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ な い し 図 １ ３ に 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ な い し 図 ４ に お い て 、 例 え ば 一 戸 建 て や マ ン シ ョ ン な ど の 住 宅 用 玄 関 ド ア な ど に 用
い ら れ る 扉 装 置 11を 示 す 。 こ の 扉 装 置 11は 、 建 物 側 に 設 置 さ れ る 扉 枠 12、 お よ び こ の 扉 枠
12に 対 し て 開 閉 可 能 で か つ 扉 枠 12の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉 鎖 す る 扉 体 13を 備 え て い る 。 な
お 、 扉 体 13の 一 面 を 室 内 Ａ に 臨 む 内 面 13a、 扉 体 13の 他 面 を 室 外 Ｂ に 臨 む 外 面 13bと し て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 扉 枠 12は 、 一 側 の 枠 部 16、 他 側 の 枠 部 17、 天 井 側 の 枠 部 18、 床 側 の 枠 部 19を 有 す る 縦 長
の 四 角 形 枠 状 に 形 成 さ れ 、 こ れ ら 枠 部 16～ 19の 内 側 に 人 が 出 入 り す る 開 口 部 20が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 扉 体 13は 、 一 側 の 主 扉 23、 お よ び こ の 主 扉 23よ り 幅 の 狭 い 他 側 の 副 扉 24を 備 え 、
こ れ ら 主 扉 23お よ び 副 扉 24が 平 行 と な る 状 態 で 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 嵌 ま り 込 ん で 閉
鎖 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 扉 体 13の 幅 方 向 の 一 側 つ ま り 主 扉 23の 幅 方 向 の 一 側 で あ る 戸 先 13cの 高 さ 方 向 の 全 域 に
嵌 合 部 26が 設 け ら れ 、 扉 枠 12の 一 側 の 枠 部 16に 扉 体 13の 嵌 合 部 26が 開 口 部 20の 内 側 方 向 か
ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被 嵌 合 部 27が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 嵌 合 部 26と 被 嵌 合 部 27と
は 、 主 扉 23の 高 さ 方 向 の 全 域 が 互 い に 凹 凸 嵌 合 す る 形 状 で あ っ て 、 嵌 合 部 26は 主 扉 23の 一
側 自 体 で 構 成 さ れ る 凸 部 に て 形 成 さ れ 、 被 嵌 合 部 27は 主 扉 23の 一 側 の 嵌 合 部 26を 受 け 入 れ
る 断 面 略 コ 字 形 の 凹 部 に て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 扉 体 13の 幅 方 向 の 他 側 は 、 扉 支 持 手 段 30と し て の 扉 支 持 体 31に よ り 扉 枠 12の 他 側 の 枠 部
17に 対 し て 支 持 さ れ て い る 。 こ の 扉 支 持 体 31は 、 副 扉 24よ り 幅 広 に 形 成 さ れ て い て 、 扉 体
13の 内 面 13a側 で 主 扉 23と 副 扉 24と の 間 に わ た っ て 上 下 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 扉
支 持 体 31の 幅 方 向 の 他 側 に は 副 扉 24が 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 扉 支 持 体 31の 幅 方 向 の 一 側 に お け る 上 下 方 向 の 複 数 箇 所 に は 複 数 の 第 １ の ヒ ン ジ 32の 一
端 部 が 取 り 付 け ら れ 、 こ れ ら 第 １ の ヒ ン ジ 32の 他 端 部 が 主 扉 23の 他 端 近 傍 に 取 り 付 け ら れ
た 台 部 33に 取 り 付 け ら れ 、 こ れ ら 第 １ の ヒ ン ジ 32が 有 す る 第 １ の 支 軸 34を 支 点 と し て 扉 支
持 体 31と 主 扉 23と が 相 対 的 に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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　 扉 支 持 体 31の 幅 方 向 の 他 側 つ ま り 副 扉 24の 他 側 に お け る 上 下 方 向 の 複 数 箇 所 に は 複 数 の
第 ２ の ヒ ン ジ 35の 一 端 部 が 取 り 付 け ら れ 、 こ れ ら 第 ２ の ヒ ン ジ 35の 他 端 部 が 扉 枠 12の 他 側
の 枠 部 17の 内 縁 に 取 り 付 け ら れ 、 こ れ ら 第 ２ の ヒ ン ジ 35が 有 す る 第 ２ の 支 軸 36を 支 点 と し
て 扉 支 持 体 31が 扉 枠 12に 対 し て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 第 ２ の ヒ ン ジ 35の 第 ２ の 支 軸
36は 、 扉 枠 12お よ び 扉 体 13の 外 面 13bよ り 室 外 Ｂ 側 に 突 出 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 扉 体 13の 開 放 時 に は 、 第 ２ の 支 軸 36を 支 点 と し て 扉 支 持 体 31が 室 外 Ｂ 側 に 回 動
す る こ と に よ り 、 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動 さ せ な が
ら 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27か ら
外 し 、 ま た 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に は 、 第 ２ の 支 軸 36を 支 点 と し て 扉 支 持 体 31が 室 内 Ａ 側 に 回
動 す る こ と に よ り 、 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌 合 部
26を 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 さ せ な が ら 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 移 動 さ せ る よ
う に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 扉 支 持 体 31の 上 部 に は 、 扉 体 13を 自 動 開 閉 す る 開 閉 駆 動 手 段 と し て の 自 動 開 閉 ユ
ニ ッ ト 39が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39は 、 扉 支 持 体 31に 取 り 付 け ら れ
た 図 示 し な い 扉 開 閉 用 モ ー タ を 有 す る 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 本 体 40、 こ の 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 本
体 40の 開 閉 用 モ ー タ の 駆 動 に よ っ て 回 動 す る 第 １ の リ ン ク 41お よ び こ の 第 １ の リ ン ク 41と
扉 枠 12と を 連 結 す る 第 ２ の リ ン ク 42を 備 え て い る 。 そ し て 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 本 体 40の 開
閉 用 モ ー タ の 駆 動 に よ り 、 一 対 の リ ン ク 41， 42を 介 し て 扉 支 持 体 31が 室 外 Ｂ 側 ま た は 室 内
Ａ 側 へ 向 け て 回 動 し 、 扉 体 13が 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 扉 支 持 体 31の 上 下 方 向 中 間 高 さ 位 置 に は 、 扉 体 13を 閉 鎖 位 置 で 施 錠 す る 施 錠 手 段
と し て の 施 錠 ユ ニ ッ ト 45が 取 り 付 け ら れ て い る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の 施 錠 ユ ニ ッ ト 45
は 、 ス ト ッ パ 46を 有 し 、 こ の ス ト ッ パ 46の 一 端 が 主 扉 23の 内 面 13aの 他 側 近 傍 か ら 突 設 さ
れ た ア ー ム 47の 先 端 に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 ス ト ッ パ 46の 他 端 は 扉 支 持 体 31に 形 成 さ れ た
窓 孔 48か ら 扉 支 持 体 31内 に 挿 入 さ れ 、 扉 支 持 体 31の 幅 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ た ガ イ ド 部 49
に ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 さ れ て い る 。 ガ イ ド 部 49に は 、 扉 体 13の 閉 鎖 位 置 （ P1） 、 主 扉 23の
他 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 へ 移 動 す る が 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27に 嵌
合 し て い る 荷 受 位 置 （ P2） （ 図 １ ０ な い し 図 １ ２ に 示 す 荷 受 位 置 に 対 応 す る ） 、 閉 鎖 位 置
か ら 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と が 相 対 的 に ９ ０ ° 回 動 し た ９ ０ ° 位 置 （ P3） の 各 位 置 に 対 応 し
て 、 ス ト ッ パ 46の 他 端 を 係 止 可 能 と す る 図 示 し な い 係 止 機 構 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 施 錠 ユ ニ ッ ト 45に は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 施 錠 位 置 、 荷 受 位 置 、 開 錠 位 置 、 ９ ０ ° ロ ッ
ク 解 除 位 置 の 各 位 置 に 回 動 し て 切 り 換 え る サ ム タ ー ン 50が 配 設 さ れ て い る 。 こ の サ ム タ ー
ン 50は 、 手 動 操 作 で 回 動 さ せ て 切 り 換 え る こ と が で き る ほ か 、 図 示 し な い モ ー タ の 駆 動 に
よ っ て も 自 動 的 に 回 動 さ せ て 切 り 換 え る こ と が で き る 。 そ し て 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45は 、 サ ム
タ ー ン 50を 施 錠 位 置 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 扉 体 13の 閉 鎖 位 置 で ス ト ッ パ 46の 他 端 を 係
止 し 、 扉 体 13を 施 錠 す る 。 ま た 、 サ ム タ ー ン 50を 荷 受 位 置 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 扉 体
13の 閉 鎖 位 置 で の ス ト ッ パ 46の 他 端 の 係 止 を 解 除 す る と と も に 、 主 扉 23の 他 側 が 扉 枠 12の
開 口 部 20の 外 側 の 室 外 Ｂ へ 移 動 す る の を 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 し
て い る 位 置 で 規 制 す る 荷 受 位 置 で ス ト ッ パ 46の 他 端 を 係 止 す る 。 ま た 、 サ ム タ ー ン 50を 開
錠 位 置 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 扉 体 13の 閉 鎖 位 置 で の ス ト ッ パ 46の 他 端 の 係 止 を 解 除 し
て 扉 体 13の 開 放 を 許 容 し 、 閉 鎖 位 置 か ら 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と が 相 対 的 に ９ ０ ° 回 動 し た
９ ０ ° 位 置 で ス ト ッ パ 46の 他 端 を 係 止 す る 。 ま た 、 サ ム タ ー ン 50を ９ ０ ° ロ ッ ク 解 除 位 置
に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 閉 鎖 位 置 か ら 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と が 相 対 的 に ９ ０ ° 回 動 し た
９ ０ ° 位 置 で の 係 止 を 解 除 し 、 主 扉 23が 扉 支 持 体 31に 対 し て ９ ０ ° 以 上 に 大 き く 回 動 す る
の を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 そ し て 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45は 、 扉 体 13の 開 放 状 態 の と き に 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と の な す 角
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度 を 所 定 角 度 で あ る ９ ０ ° で 保 持 す る 保 持 手 段 51、 主 扉 23の 他 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外
側 へ 移 動 す る の を 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 し て い る 荷 受 位 置 で 規 制
す る 規 制 手 段 52と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 副 扉 24お よ び 扉 支 持 体 31の 下 部 側 に は 、 こ れ ら 副 扉 24お よ び 扉 支 持 体 31か ら 分 離
さ れ た 副 扉 部 55お よ び 扉 支 持 体 部 56が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 副 扉 部 55お よ び 扉 支 持 体 部 56に よ
っ て 荷 受 用 扉 57が 構 成 さ れ て い る 。 荷 受 用 扉 57の 一 側 は 主 扉 23に 連 結 さ れ ず 、 荷 受 用 扉 57
の 他 側 の み が 扉 支 持 体 31と 同 様 の 第 ２ の ヒ ン ジ 35で 扉 枠 12の 他 側 の 枠 部 17に 回 動 可 能 に 支
持 さ れ て い る 。 そ し て 、 扉 体 13が 荷 受 位 置 に あ る と き に お い て 、 荷 受 用 扉 57を 室 内 Ａ 側 に
押 し 開 く こ と に よ り 、 主 扉 23と 扉 枠 12と の 間 に 物 品 の 出 し 入 れ が 可 能 な 間 隙 部 58が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 主 扉 23の 内 面 13aに は 、 折 り 畳 み 可 能 な 荷 受 用 の ボ ッ ク ス 59が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ
の ボ ッ ク ス 59は 、 使 用 し て い な い と き に は 室 内 Ａ 側 に 突 出 し な い よ う に 主 扉 23の 内 面 13a
に 折 り 畳 ん だ 状 態 に あ り 、 扉 体 13の 荷 受 位 置 に お い て 、 荷 受 用 扉 57を 室 内 Ａ 側 に 押 し 開 く
こ と に よ り 、 荷 受 用 扉 57が ボ ッ ク ス 59に 係 合 し て 折 り 畳 み 状 態 の ボ ッ ク ス 59が 展 開 し 、 こ
の ボ ッ ク ス 59の 口 部 が 間 隙 部 58に 対 向 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 図 １ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 主 扉 23の 一 側 の 上 下 部 に は 溝 部 62が 形 成 さ れ 、 こ
の 溝 部 62に 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12に 沿 っ て 移 動 す る 際 に 扉 枠 12側 に 当 接 し て 転 動 す る ガ イ
ド ロ ー ラ 63が 回 転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 ガ イ ド ロ ー ラ 63は 、 主 扉 23の 内 面 13a側 の 位 置
で 、 主 扉 23の 一 側 つ ま り 戸 先 13cか ら 一 部 が 突 出 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 扉 枠 12の 各 枠 部 16～ 19に は 、 閉 鎖 状 態 に あ る 扉 体 13の 内 面 13aの 周 辺 部 が 密 着 す
る パ ッ キ ン グ 66が 装 着 さ れ て い る 。 扉 支 持 体 31に は 、 閉 鎖 状 態 に あ る 主 扉 23の 他 側 の 内 面
13aが 密 着 す る パ ッ キ ン グ 67が 装 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12に 沿 っ て
移 動 す る 際 に は 、 主 扉 23の 上 下 の ガ イ ド ロ ー ラ 63が 天 井 側 お よ び 床 側 の パ ッ キ ン グ 66に 沿
っ て 当 接 し な が ら 転 動 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 扉 枠 12の 一 側 の 枠 部 16で あ る 被 嵌 合 部 27に は 、 主 扉 23の 厚 み よ り 広 い 幅 で 主 扉 23の 一 側
が 嵌 合 可 能 と す る 嵌 合 溝 70が 形 成 さ れ 、 こ の 嵌 合 溝 70の 上 下 部 の 中 央 に 押 え ロ ー ラ 71が 回
転 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 そ し て 、 被 嵌 合 部 27の 嵌 合 溝 70に 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 嵌 合 す る
際 、 ガ イ ド ロ ー ラ 63が 押 え ロ ー ラ 71と パ ッ キ ン グ 66と の 間 に 進 入 し 、 押 え ロ ー ラ 71で ガ イ
ド ロ ー ラ 63を パ ッ キ ン グ 66に 向 け て 押 え 付 け る こ と に よ り 、 主 扉 23の 一 側 を パ ッ キ ン グ 66
に 押 し 付 け 、 扉 体 13の が た つ き を 抑 え る と と も に 密 着 性 を 高 め る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 内 面 13a側 で あ っ て 扉 支 持 体 31に は 、 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74が 設 置 さ れ て
い る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 こ の 操 作 部 74に は 、 扉 体 13の 開 閉 を 指 示 す る 開 閉 ボ タ ン 75、 扉
体 13の 閉 鎖 位 置 で の 施 錠 お よ び 開 錠 を 指 令 す る 施 開 錠 ボ タ ン 76、 扉 体 13の 荷 受 位 置 へ の 移
動 を 指 令 す る 荷 受 ボ タ ン 77、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に 自 動 的 に 施 錠 す る か し な い か を 切 り 換 え る
オ ー ト ロ ッ ク 切 換 ス イ ッ チ 78な ど が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 扉 体 13の 外 面 13b側 で あ っ て 副 扉 24に は 、 室 外 Ｂ 側 の 操 作 部 79が 設 置 さ れ て い る 。 図 ９
に 示 す よ う に 、 こ の 操 作 部 79に は 、 室 外 Ｂ を 撮 像 す る カ メ ラ 80、 扉 体 13の 開 閉 を 遠 隔 操 作
す る リ モ コ ン 81（ 図 １ ３ (a)に 示 す ） の 赤 外 線 受 光 部 82、 扉 体 13の 開 閉 を 指 示 す る 開 閉 ボ
タ ン 83、 停 電 時 用 の 電 源 供 給 ボ タ ン 84な ど が 配 置 さ れ て い る 。 こ の ほ か 、 操 作 部 79に は 、
呼 出 ボ タ ン 、 マ イ ク お よ び ス ピ ー カ な ど の イ ン タ ー ホ ン や 、 指 紋 認 識 や 顔 認 識 な ど の 生 体
認 識 手 段 を 組 み 込 ん で も よ い 。 ま た 、 リ モ コ ン 81に は 、 開 閉 ボ タ ン や 施 開 錠 ボ タ ン な ど が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 そ し て 、 各 開 閉 ボ タ ン 75， 83や リ モ コ ン 81な ど が 扉 体 13の 開 閉 を 指 示 す る 開 閉 指 示 手 段
85と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 扉 装 置 11の 各 電 気 機 器 に は 商 用 電 源 に 接 続 さ れ た 電 源 部 88か ら 直 流 電 流 が 供 給 さ
れ 、 無 線 Ｌ Ａ Ｎ ユ ニ ッ ト 89に よ り カ メ ラ 80で 撮 像 し た 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ や 操 作 部 な ど
を 有 す る 室 内 コ ン ト ロ ー ラ な ど に 通 信 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 電 源 部 88に は 、 停 電 時 の バ
ッ ク ア ッ プ 電 源 と し て バ ッ テ リ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 扉 装 置 11の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ の 扉 装 置 11で は 、 扉 体 13を 閉 じ る と 施 錠 ユ ニ ッ ト 45に よ っ て 常 に 施 錠 が か か り 、 扉 体
13を 開 け る 場 合 に は リ モ コ ン 81の 開 閉 ボ タ ン や 操 作 部 74， 79の 開 閉 ボ タ ン 75， 83な ど を 操
作 す る こ と に よ り 施 錠 ユ ニ ッ ト 45を 開 錠 し た 後 に 扉 体 13を 開 放 す る も の と す る 。 し た が っ
て 、 リ モ コ ン 81の 開 閉 ボ タ ン や 操 作 部 74， 79の 開 閉 ボ タ ン 75， 83の 操 作 を 有 効 と す る 場 合
を 開 錠 モ ー ド 、 リ モ コ ン 81の 開 閉 ボ タ ン や 操 作 部 74， 79の 開 閉 ボ タ ン 75， 83の 操 作 を 無 効
と す る 場 合 を 施 錠 モ ー ド と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 そ し て 、 図 １ ３ に お い て 、 人 が 室 外 Ｂ か ら 室 内 Ａ に 入 る 場 合 の 扉 体 13の 開 閉 動 作 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 １ ３ (a)に 示 す よ う に 、 開 錠 モ ー ド の と き に は 、 リ モ コ ン 81の 開 閉 ボ タ ン か 、 室 外 Ｂ
の 操 作 部 79の 開 閉 ボ タ ン 83を 操 作 す る 。 ま た 、 施 錠 モ ー ド に あ れ ば 、 リ モ コ ン 81の 施 開 錠
ボ タ ン を 操 作 し て 施 錠 モ ー ド を 予 め 解 除 す る か 、 例 え ば 操 作 部 79に 設 け ら れ る 指 紋 認 識 や
顔 認 識 な ど の 生 体 認 識 手 段 に よ る 承 認 を と っ て 施 錠 モ ー ド を 予 め 解 除 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ３ (b)に 示 す よ う に 、 リ モ コ ン 81の 開 閉 ボ タ ン や 室 外 Ｂ の 操 作 部 79の 開 閉 ボ タ ン 83
の 操 作 を 受 け 付 け る こ と に よ り 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45を 開 錠 し た 後 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39が 動
作 し て 扉 支 持 体 31を 第 ２ の 支 軸 36を 支 点 と し て 室 外 Ｂ 側 に 回 動 さ せ る 。 こ の 扉 支 持 体 31の
室 外 Ｂ 側 へ の 回 動 に よ り 、 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動
さ せ な が ら 、 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ 、 主 扉 23の 嵌 合 部
26を 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27か ら 外 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ３ (c)に 示 す よ う に 、 閉 鎖 位 置 か ら 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と が 相 対 的 に ９ ０ ° 回 動 し
た ９ ０ ° 位 置 に お い て 施 錠 ユ ニ ッ ト 45で 回 動 規 制 し て そ の 角 度 を 保 持 し 、 そ れ 以 降 は 扉 支
持 体 31と 主 扉 23と が 一 体 に 室 外 Ｂ 側 に 回 動 す る 。 主 扉 23が 所 定 角 度 ま で 開 け ば 、 自 動 開 閉
ユ ニ ッ ト 39が 停 止 し 、 扉 体 13の 自 動 開 放 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ３ (d)に 示 す よ う に 、 必 要 な ら ば 、 扉 体 13を さ ら に 開 放 方 向 に 手 で 押 す こ と に よ り
、 扉 体 13を 大 き く 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ３ (e)に 示 す よ う に 、 人 が 室 内 Ａ に 入 り 、 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 開 閉 ボ タ ン 75を 操
作 す る か 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 時 間 が 経 過 す る こ と に よ り 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39に よ る 扉
体 13の 自 動 閉 鎖 動 作 を 開 始 し 、 扉 体 13を 自 動 閉 鎖 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 自 動 閉 鎖 動 作 で は 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39が 動 作 し て 扉 支 持 体 31を 第 ２ の 支 軸 36を 支
点 と し て 室 内 Ａ 側 に 向 け て 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 扉 支 持 体 31と 主 扉 23と が 一 体 に 閉 鎖 方
向 へ 向 け て 回 動 し 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12の 一 側 近 傍 に 当 接 す る （ 図 １ ３ (b)の 状 態 ） 。
そ れ 以 降 は 、 扉 支 持 体 31の 室 内 Ａ 側 へ の 回 動 に 伴 っ て 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12に 沿 っ て 開
口 部 20の 内 方 か ら 移 動 し 、 主 扉 23の 嵌 合 部 26を 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 さ せ な が ら 、 主
扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 引 き 寄 せ る よ う に 移 動 さ せ る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 扉 体 13を 閉 じ る こ と に よ り 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45で 扉 体 13を 閉 鎖 位 置 に 施 錠 す る 。 こ の と き
、 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の オ ー ト ロ ッ ク 切 換 ス イ ッ チ 78に よ っ て オ ー ト ロ ッ ク が 設 定 さ れ て
い れ ば 、 施 錠 モ ー ド と な り 、 ま た 、 オ ー ト ロ ッ ク が 設 定 さ れ て い な け れ ば 、 開 錠 モ ー ド を
維 持 し 、 施 開 錠 ボ タ ン 76の 操 作 に よ っ て 施 錠 モ ー ド に 切 り 換 え 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 扉 体 13を 閉 じ る と き 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39に よ っ て 扉 支 持 体 31お よ び 主 扉 23を 扉 枠 12に
引 き 寄 せ て 施 錠 す る た め 、 扉 体 13が パ ッ キ ン グ 66， 67に 密 着 し 、 扉 体 13の が た つ き を 抑 え
る こ と が で き る と と も に 、 気 密 性 お よ び 液 密 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 人 が 室 内 Ａ か ら 室 外 Ｂ に 出 る 場 合 に も 、 同 様 の 扉 体 13の 開 閉 動 作 を す る 。 す な わ
ち 、 施 錠 モ ー ド に あ れ ば 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 施 開 錠 ボ タ ン 76を 操 作 し て 開 錠 モ ー ド と し
た 後 、 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 開 閉 ボ タ ン 75を 操 作 す る こ と に よ り 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45を 開 錠
し 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39に よ っ て 扉 体 13を 自 動 開 放 す る 。 人 が 室 外 Ｂ に 出 て 、 リ モ コ ン 81
の 開 閉 ボ タ ン を 操 作 す る か 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 時 間 が 経 過 す る こ と に よ り 、 自 動 開 閉 ユ
ニ ッ ト 39に よ っ て 扉 体 13を 自 動 閉 鎖 す る 。 リ モ コ ン 81の 施 開 錠 ボ タ ン を 操 作 し て 施 錠 モ ー
ド と す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 扉 体 13の 開 閉 動 作 中 に 人 や 荷 物 な ど に 接 触 す れ ば 、 そ れ を 検 知 し て 扉 体 13の 開 放
動 作 を 自 動 停 止 す る 。 こ の 停 止 中 に 扉 体 13を 開 放 方 向 ま た は 閉 鎖 方 向 に 軽 く 押 す こ と で 、
そ れ を 検 知 し て 扉 体 13の 開 閉 動 作 を 再 開 す る 。 こ れ ら の 検 知 は 、 例 え ば 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト
39の モ ー タ の 負 荷 検 知 や 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39の 機 構 中 に 配 置 し た セ ン サ な ど の 検 知 手 段
が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 停 電 時 の 扉 体 13の 開 閉 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 停 電 時 に 、 室 内 Ａ か ら 室 外 Ｂ に 出 る 場 合 に は 、 サ ム タ ー ン 50を 開 錠 位 置 に 回 し て 施 錠 ユ
ニ ッ ト 45を 開 錠 し 、 扉 体 13を 室 外 Ｂ に 向 け て 手 で 押 し て 開 放 す る 。 さ ら に 、 室 外 Ｂ に 出 て
か ら 扉 体 13を 閉 じ る 場 合 に は 、 扉 体 13を 室 内 Ａ に 向 け て 手 で 押 し て 閉 鎖 し 、 室 外 Ｂ の 操 作
部 79の 電 源 供 給 ボ タ ン 84を 操 作 す る こ と に よ り 、 電 源 部 88の バ ッ テ リ を 電 源 と し て 施 錠 ユ
ニ ッ ト 45が 扉 体 13を 施 錠 し 、 リ モ コ ン 81の 施 開 錠 ボ タ ン を 操 作 し て 施 錠 モ ー ド に 設 定 す る
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 室 外 Ｂ か ら 室 内 Ａ に 入 る 場 合 に は 、 施 錠 モ ー ド に あ れ ば 、 室 外 Ｂ の 操 作 部 79の 電 源 供 給
ボ タ ン 84を 操 作 し 、 リ モ コ ン 81の 施 開 錠 ボ タ ン を 操 作 し て 施 錠 モ ー ド を 開 錠 モ ー ド に 切 り
換 え る か 、 例 え ば 操 作 部 79に 設 け ら れ る 指 紋 認 識 や 顔 認 識 な ど の 生 体 認 識 手 段 に よ る 承 認
を と っ て 施 錠 モ ー ド を 開 錠 モ ー ド に 切 り 換 え る 。 開 錠 モ ー ド に あ れ ば 、 リ モ コ ン 81の 開 閉
ボ タ ン か 室 外 Ｂ の 操 作 部 79の 開 閉 ボ タ ン 83を 押 す こ と に よ り 、 電 源 部 88の バ ッ テ リ を 電 源
と し て 施 錠 ユ ニ ッ ト 45が 扉 体 13を 開 錠 し 、 扉 体 13を 手 で 開 放 す る 。 さ ら に 、 室 内 Ａ に 入 っ
て か ら 扉 体 13を 閉 じ 、 サ ム タ ー ン 50を 施 錠 位 置 に 回 す こ と に よ り 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45で 扉 体
13を 施 錠 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 扉 体 13の 戸 先 13cを 開 放 せ ず に 例 え ば 宅 配 物 な ど の 荷 物 を 受 け 取 る 荷 受 動 作 に つ
い て 図 １ ０ な い し 図 １ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 宅 配 業 者 の 来 訪 時 に 、 室 外 Ｂ の 操 作 部 79の カ メ ラ 80で 撮 像 さ れ る 宅 配 業 者 を 室 内
の コ ン ト ロ ー ラ で 確 認 、 対 応 し 、 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 荷 受 ボ タ ン 77、 開 閉 ボ タ ン 75を 順
に 操 作 す る 。 こ の と き 、 施 錠 モ ー ド 、 開 錠 モ ー ド の い ず れ に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 施 錠 ユ ニ ッ ト 45を 開 錠 し た 後 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39が 動 作 し て 扉 支 持 体 31を 第 ２ の 支 軸
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36を 支 点 と し て 室 外 Ｂ 側 に 回 動 さ せ る 。 こ の 扉 支 持 体 31の 室 外 Ｂ 側 へ の 回 動 に よ り 、 主 扉
23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動 さ せ な が ら 、 主 扉 23の 一 側 を 扉
枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ る が 、 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27か
ら 外 れ る 前 の 荷 受 位 置 で 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45の ス ト ッ パ 46で 扉 体 13の 開 放 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 扉 体 13の 荷 受 位 置 で は 、 副 扉 24お よ び 扉 支 持 体 31の 下 部 に 位 置 す る 荷 受 用 扉 57の 開 放 が
可 能 と な り 、 宅 配 業 者 に よ っ て 荷 受 用 扉 57を 室 内 Ａ 側 に 押 し 開 く こ と に よ り 、 荷 受 用 扉 57
が ボ ッ ク ス 59に 係 合 し て 折 り 畳 み 状 態 に あ っ た ボ ッ ク ス 59が 展 開 し 、 こ の ボ ッ ク ス 59の 口
部 が 間 隙 部 58に 対 向 す る 。 宅 配 業 者 は 荷 物 を 荷 受 用 扉 57の 開 い た 間 隙 部 58を 通 じ て ボ ッ ク
ス 59内 に 入 れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 開 閉 ボ タ ン 75を 操 作 す る こ と に よ り 、 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39が 動 作
し て 扉 体 13を 閉 じ 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45で 施 錠 す る 。 室 内 Ａ 側 の 操 作 部 74の 荷 受 ボ タ ン 77を 操
作 し 、 荷 受 モ ー ド を 解 除 す る 。 な お 、 扉 体 13を 閉 じ た 状 態 で は 、 荷 受 用 扉 57を 室 外 Ｂ 側 か
ら 押 し て も 扉 枠 12に 当 接 す る た め 、 荷 受 用 扉 57は 開 か な い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 玄 関 ま で 行 か な く て も 、 室 内 の コ ン ト ロ ー ラ の 操 作 で 同 様 に 対 応 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 そ し て 、 ボ ッ ク ス 59か ら 荷 物 を 取 り 出 し 、 こ の ボ ッ ク ス 59が 室 内 Ａ 側 に 突 出 し な い よ う
に ボ ッ ク ス 59を 主 扉 23の 内 面 13aに 折 り 畳 む 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 宅 配 御 者 の 人 を 特 定 す る 指 紋 認 識 お よ び 顔 認 識 な ど や 、 荷 物 に 付 さ れ る
特 定 の 識 別 表 示 な ど を 予 め 登 録 し て お く こ と に よ り 、 不 在 時 で も 、 そ れ ら の 認 識 と 登 録 内
容 と が 一 致 し た 場 合 に 、 扉 体 13を 開 錠 し て 荷 受 位 置 に 自 動 的 に 移 動 さ せ 、 荷 物 を ボ ッ ク ス
59に 受 け 入 れ た 後 、 扉 体 13を 自 動 的 に 閉 じ て 施 錠 す る よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な 扉 装 置 11に よ れ ば 、 主 扉 23の 一 側 に 嵌 合 部 26を 設 け る と と も に 、 扉
枠 12の 一 側 に 主 扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 方 か ら の み 挿 脱 可 能 に 嵌 合 す る 被
嵌 合 部 27を 設 け 、 主 扉 23を 支 持 す る と と も に 副 扉 24を 設 け た 扉 支 持 体 31に よ り 、 扉 体 13の
開 放 時 に は 、 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動 さ せ な が ら 主
扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27か ら 外 し
、 ま た 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に は 、 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 移 動 さ
せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 さ せ な が ら 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 移
動 さ せ る 構 造 で あ る た め 、 扉 体 13の 閉 鎖 状 態 で は 、 例 え ば バ ー ル な ど を 用 い て も 主 扉 23の
一 側 で あ る 戸 先 13cを 嵌 合 状 態 に あ る 扉 枠 12か ら 外 す の は 困 難 と な り 、 防 犯 性 に 優 れ た 扉
装 置 11を 提 供 で き る 。 さ ら に 、 自 動 開 閉 お よ び 自 動 施 開 錠 す る 構 造 で あ る た め 、 利 便 性 が
よ い う え に 、 鍵 穴 や 取 手 な ど も な く 、 こ の 点 で も 防 犯 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 扉 体 13を 主 扉 23お よ び 副 扉 24で 構 成 す る こ と に よ り 、 室 内 Ａ 用 の 操 作 部 74を 有 す
る 扉 支 持 体 31に 副 扉 24を 設 け る こ と が で き て 、 こ の 副 扉 24に 室 外 Ｂ 用 の 操 作 部 79な ど を 設
置 で き 、 電 気 的 な 配 線 の 取 り 回 し を 容 易 に で き る と と も に 、 主 扉 23内 で の 配 線 の 必 要 が な
い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 内 面 13a側 で 、 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と の 間 を 施 錠 ユ ニ ッ ト 45で 施 錠 す る
た め 、 扉 体 13の 外 面 13b側 に は 施 錠 ユ ニ ッ ト 45が 露 出 す る こ と が な く 、 扉 体 13の 外 面 13b側
か ら 施 錠 ユ ニ ッ ト 45が 破 壊 さ れ る の を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 開 放 状 態 の と き に 施 錠 ユ ニ ッ ト 45に よ り 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と の な す 角
度 を 所 定 角 度 で あ る ９ ０ ° で 保 持 す る た め 、 開 閉 す る 主 扉 23が ふ ら つ く こ と な く 、 主 扉 23
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と 扉 支 持 体 31と を 一 体 的 に ス ム ー ズ に 開 閉 動 作 で き 、 し か も 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に も 主 扉 23
の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が で き る と と も に 嵌 合
部 26を 被 嵌 合 部 27に 確 実 に 嵌 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 施 錠 ユ ニ ッ ト 45に よ り 主 扉 23の 他 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 へ 移 動 す る の を 主
扉 23の 嵌 合 部 26が 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27に 嵌 合 し て い る 荷 受 位 置 で 規 制 す る こ と に よ り 、 荷
受 用 扉 57を 開 い て 荷 物 な ど の 出 し 入 れ を 可 能 と し た り 、 通 風 性 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 一 側 に 設 け た ガ イ ド ロ ー ラ 63が 、 こ の 扉 体 13の 一 側 が 扉 枠 12に 沿 っ て 移
動 す る 際 に 扉 枠 12側 に 当 接 し て 転 動 す る た め 、 扉 体 13の 一 側 の 移 動 を ス ム ー ズ に で き 、 扉
体 13と 扉 枠 12と が 擦 れ る こ と に よ る 音 の 発 生 や 摩 耗 を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お 、 例 え ば 別 途 設 け た 地 震 検 知 手 段 で 地 震 を 検 知 し た 場 合 に 、 扉 体 13を 半 開 位 置 ま で
自 動 開 放 す る よ う に 設 定 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ま た 、 施 錠 手 段 と し て は 、 主 扉 23と 扉 支 持 体 31と の 間 に 設 け た 施 錠 ユ ニ ッ ト 45に 限 ら ず
、 扉 体 13の 内 面 13a側 で 、 扉 枠 12と 扉 支 持 体 31と の 間 、 扉 枠 12と 主 扉 23と の 間 、 扉 枠 12と
副 扉 24と の 間 で 施 錠 し て も よ く 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 複 数 設 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 図 １ ４ に 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 扉 体 13を 主 扉 23と 副 扉 24と で 構 成 し て い た が 、 こ の 第 ２ の 実 施 の
形 態 で は １ 枚 の 扉 体 13で 構 成 し て い る 。 そ の た め 、 扉 支 持 体 31の 他 側 に 第 ２ の ヒ ン ジ 35の
他 側 が 取 り 付 け ら れ る 。 荷 受 用 扉 57は 扉 支 持 体 31の 下 部 の 扉 支 持 体 部 56に よ っ て 形 成 さ れ
る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 し た が っ て 、 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 構 成 に お い て も 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用
効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 、 図 １ ５ に 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 扉 装 置 11の 基 本 的 な 構 成 は 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る が 、 扉 体 13の 他 側 に 室 外 Ｂ か
ら こ じ 開 け る よ う な 外 力 が 加 わ っ た と き に そ れ を 検 知 す る 検 知 機 能 を 付 加 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 施 錠 手 段 と し て 、 扉 体 13に は ピ ン 101を 有 す る 係 合 部 材 102を 所 定 範 囲 で 進 退 可 能 に 設 け
る と と も に こ の 係 合 部 材 102が 扉 体 13内 に 移 動 す る よ う に 付 勢 す る ス プ リ ン グ 103を 設 け 、
扉 支 持 体 31に は 係 合 部 材 102の ピ ン 101に 係 合 し て 施 錠 す る フ ッ ク 104を 設 け る 。 こ れ に よ
り 、 係 合 部 材 102の ピ ン 101に フ ッ ク 104が 係 合 し て い る 施 錠 状 態 で も 、 ス プ リ ン グ 103の 付
勢 に 抗 し て 扉 体 13の 他 側 が 室 外 Ｂ に 移 動 す る の を 許 容 す る 。 扉 体 13の 他 側 と 扉 支 持 体 31と
の 間 に 扉 体 13が 開 く の を 検 知 す る 開 き 検 知 セ ン サ 105を 設 置 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 そ し て 、 扉 体 13の 他 側 に 室 外 Ｂ か ら こ じ 開 け る よ う な 外 力 が 加 わ っ た と き 、 ス プ リ ン グ
103の 付 勢 に 抗 し て 扉 体 13の 他 側 が 室 外 Ｂ に 移 動 し 、 こ れ を 開 き 検 知 セ ン サ 105が 検 知 す る
。 こ の 開 き 検 知 セ ン サ 105の 検 知 に 基 づ い て 、 警 報 を 発 生 し た り 、 警 備 会 社 な ど に 通 報 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ６ な い し 図 ２ ３ に 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 扉 体 13は 主 扉 23と 副 扉 24と で 構 成 さ れ 、 こ れ ら 主 扉 23の 他 側 と 副
扉 24の 一 側 と が 第 １ の 支 持 軸 111（ ヒ ン ジ ） を 介 し て 互 い に 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る と と も
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に 所 定 角 度 ま で 互 い に 折 れ 曲 が り 可 能 に 形 成 さ れ 、 副 扉 24の 他 側 が 第 ２ の 支 持 軸 112（ ヒ
ン ジ ） を 介 し て 扉 枠 12の 他 側 の 枠 部 17に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ の 支 持 軸
111お よ び 第 ２ の 支 持 軸 112で 扉 支 持 手 段 30が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 扉 体 13の 構 造 に お い て も 、 扉 体 13の 開 放 時 に は 、 副 扉 24を 介 し て 主 扉 23の 他 側 を 扉
枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動 さ せ な が ら 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開
口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27か ら 外 し 、 ま た 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に は 、
主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27に 嵌
合 さ せ な が ら 副 扉 24を 介 し て 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 移 動 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 内 面 13a側 で 、 主 扉 23と 副 扉 24と の 間 に 施 錠 手 段 と し て の 施 錠 ユ ニ ッ ト 1
13が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12よ り 外 側 に 開 放 さ れ た 開 放 状 態 で 第 １ の 支 持 軸 111お よ び
第 ２ の 支 持 軸 112の い ず れ か 一 方 を 支 点 と し て 扉 体 13を 回 動 さ せ る 保 持 手 段 51を 備 え る 。
こ の 保 持 手 段 51と し て は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 主 扉 23と 副 扉 24と の 間 に ス プ リ ン グ な ど
の 付 勢 部 材 116を 張 設 し 、 扉 体 13の 開 放 時 に 、 付 勢 部 材 116で 主 扉 23と 副 扉 24と を 折 れ 曲 が
る 方 向 に 付 勢 し 、 主 扉 23と 副 扉 24と が 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 に 保 持 す る 。 あ る い は
、 主 扉 23お よ び 副 扉 24の 一 方 に 図 示 し な い 永 久 磁 石 を 、 他 方 に 永 久 磁 石 で 吸 着 さ れ る 図 示
し な い 金 属 片 な ど を 設 置 し 、 扉 体 13の 開 放 時 に 、 主 扉 23と 副 扉 24と が 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が
っ て 永 久 磁 石 と 金 属 片 が 吸 着 す る こ と に よ り 、 主 扉 23と 副 扉 24と を 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が っ
た 状 態 に 保 持 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 あ る い は 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 主 扉 23お よ び 副 扉 24の 一 方 に 電 磁 石 117を 設 置 し 、 扉
体 13の 開 放 時 に 、 主 扉 23と 副 扉 24と が 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が っ た 後 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12
か ら 離 れ る の を 戸 先 離 反 検 知 手 段 118で 検 知 し た と き に 電 磁 石 117を 励 磁 し 、 主 扉 23と 副 扉
24と を 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 に 保 持 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ の よ う に 、 保 持 手 段 51で 主 扉 23と 副 扉 24と を 所 定 角 度 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 に 保 持 す る
こ と に よ り 、 開 閉 す る 主 扉 23が ふ ら つ く こ と な く 、 主 扉 23と 副 扉 24と を 一 体 的 に ス ム ー ズ
に 開 閉 動 作 で き 、 し か も 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に も 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の
内 方 か ら 確 実 に 移 動 さ せ る こ と が で き る と と も に 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27に 確 実 に 嵌 合 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ま た 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 扉 枠 12に 規 制 リ ン ク 119を 支 点 120で 回 動 可 能 に 軸 支 す る と
と も に こ の 規 制 リ ン ク 119と 副 扉 24と の 間 を 規 制 リ ン ク 121で 連 結 す る 。 扉 体 13の 開 放 時 に
、 主 扉 23の 一 側 の 戸 先 13cが 扉 枠 12か ら 離 れ る の を 戸 先 離 反 検 知 手 段 118で 検 知 し た と き 、
ソ レ ノ イ ド な ど の 駆 動 部 122を 駆 動 し て 規 制 リ ン ク 119， 121を 介 し て 副 扉 24の 回 動 を 規 制
し 、 そ れ 以 降 は 、 主 扉 23が 第 １ の 支 持 軸 111を 支 点 と し て 回 動 す る よ う に す る 。 こ の よ う
に 構 成 す る こ と で も 、 開 閉 す る 主 扉 23が ふ ら つ く こ と な く 、 主 扉 23を ス ム ー ズ に 開 閉 動 作
で き 、 し か も 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 に も 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 確
実 に 移 動 さ せ る こ と が で き る と と も に 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27に 確 実 に 嵌 合 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 図 示 し て い な い が 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト 39を 用 い る こ と に よ り 、 前 記 第 １ の 実 施 の 形
態 や 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に 扉 体 13を 自 動 開 閉 で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ ０ な い し 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 開 放 し た 扉 体 13を 自 動 的 に 閉 じ る た め の ク ロ
ー ザ 131を 用 い て も よ い 。 こ の ク ロ ー ザ 131は 、 扉 体 13の 内 面 13a側 で 主 扉 23の 上 部 他 側 近
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傍 に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ー ザ 本 体 132、 扉 枠 12の 天 井 側 の 枠 部 18に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ た
ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133、 こ れ ら ク ロ ー ザ 本 体 132と ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133と を 連 結 す る 一 対
の リ ン ク 134， 135を 備 え て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133に は 、 ス ラ イ ド レ ー ル 136が 幅 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 こ の ス ラ イ
ド レ ー ル 136に 沿 っ て ス ラ イ ダ 137が ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス ラ イ ダ 137は
引 張 ば ね 138に よ っ て 他 側 へ 向 け て 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 一 方 の リ ン ク 134の 一 端 が ク ロ ー ザ 本 体 132に 連 結 さ れ 、 こ の リ ン ク 134の 他 端 と ス ラ イ
ダ 137と が 他 方 の リ ン ク 135で 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133に は 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 位 置 す る 状 態 で
ス ラ イ ダ 137の ス ラ イ ド を 許 容 す る と と も に 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 に 移
動 し て い る 状 態 で ス ラ イ ダ 137の ス ラ イ ド を 規 制 す る ス ラ イ ダ 係 止 手 段 139が 配 設 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 ス ラ イ ダ 137に は ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 歯 部 140が 形 成 さ れ 、 こ の ス
ラ イ ダ 137の ス ラ イ ド 領 域 に 対 応 し て ラ チ ェ ッ ト 爪 141が 配 設 さ れ て い る 。 こ の ラ チ ェ ッ ト
爪 141は 、 ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133側 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 引 張 ば ね 142に よ っ て ス ラ イ ダ 1
37の 歯 部 140に 噛 み 合 う 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133の 一 側 に は レ バ ー 143が 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 こ の レ バ ー 143
の 一 端 に ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133か ら 扉 枠 12の 開 口 部 20内 つ ま り 主 扉 23の 一 側 の 閉 鎖 領 域 に
出 没 可 能 と す る ロ ー ラ 144が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 レ バ ー 143の 他 端 は ス ラ イ ド ユ ニ
ッ ト 133に 幅 方 向 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ド 部 材 145の 一 側 部 に 連 結
さ れ 、 こ の ス ラ イ ド 部 材 145の 他 側 部 に は ラ チ ェ ッ ト 爪 141に 係 合 す る 係 合 部 146が 設 け ら
れ 、 ス ラ イ ド 部 材 145の 一 側 方 向 へ の ス ラ イ ド に よ り ラ チ ェ ッ ト 爪 141を ス ラ イ ダ 137の 歯
部 140か ら 離 反 す る 退 避 位 置 に 移 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ス ラ イ ド 部 材 145は 引 張
ば ね 147に よ っ て 他 側 方 向 へ 向 け て 付 勢 さ れ 、 つ ま り ロ ー ラ 144が ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133か
ら 突 出 す る 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 そ し て 、 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 扉 体 13の 閉 鎖 状 態 で は 、 主 扉 23で ロ ー ラ 144が ス ラ イ ド
ユ ニ ッ ト 133内 に 押 し 込 ま れ 、 レ バ ー 143お よ び ス ラ イ ド 部 材 145を 介 し て ラ チ ェ ッ ト 爪 141
を ス ラ イ ダ 137の 歯 部 140に 噛 み 合 わ な い 退 避 位 置 に 退 避 さ せ て い る 。 ま た 、 ス ラ イ ダ 137
は 、 ク ロ ー ザ 本 体 132と 一 対 の リ ン ク 134， 135と の 位 置 関 係 か ら 、 引 張 ば ね 138の 付 勢 に 抗
し て 一 側 に ス ラ イ ド し て い る （ x1位 置 ） 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 扉 体 13の 開 放 時 、 副 扉 24を 第 ２ の 支 持 軸 112を 支 点 と し て 室 外 Ｂ 側 に 回 動 さ せ 、 主 扉 23
の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 で あ る 室 外 Ｂ 側 に 移 動 さ せ な が ら 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12
に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 へ 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27か ら 外 す 。 こ の 主 扉 23の 移 動
に 伴 っ て 、 ク ロ ー ザ 本 体 132と 一 対 の リ ン ク 134， 135と の 位 置 関 係 か ら 、 ス ラ イ ダ 137が 他
側 方 向 に ス ラ イ ド す る （ x2位 置 ） 。 こ の と き 、 ま だ 主 扉 23の 一 側 で ロ ー ラ 144を ス ラ イ ド
ユ ニ ッ ト 133内 に 押 し 込 ん だ 状 態 に あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ２ ３ に 示 す よ う に 、 主 扉 23の 一 側 を 室 外 Ｂ 側 に 開 い て い く と 、 引 張 ば ね 147の 付 勢 で
ロ ー ラ 144が ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 133か ら 突 出 し 、 レ バ ー 143お よ び ス ラ イ ド 部 材 145を 介 し て
ラ チ ェ ッ ト 爪 141の 退 避 を 解 除 し 、 こ の ラ チ ェ ッ ト 爪 141が ス ラ イ ダ 137の 歯 部 140に 噛 み 合
い 、 ス ラ イ ダ 137を 固 定 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 閉 鎖 時 、 ク ロ ー ザ 本 体 132の 作 用 に よ り 扉 体 13が 閉 じ る 。 扉 体 13が 閉 じ
て い く と 、 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20に 入 り 込 み 、 ロ ー ラ 144を ス ラ イ ド ユ ニ ッ ト 1
33内 に 押 す こ と に よ り 、 レ バ ー 143お よ び ス ラ イ ド 部 材 145を 介 し て ラ チ ェ ッ ト 爪 141が ス
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ラ イ ダ 137の 歯 部 140か ら 外 れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 主 扉 23の 一 側 を 扉 枠 12に 沿 っ て 開 口 部 20の 内 方 か ら 移 動 さ せ て 嵌 合 部 26を 被 嵌 合 部 27に
嵌 合 さ せ な が ら 副 扉 24を 介 し て 主 扉 23の 他 側 を 扉 枠 12の 開 口 部 20の 内 側 に 移 動 さ せ る 。 こ
の 主 扉 23の 移 動 伴 っ て 、 ク ロ ー ザ 本 体 132と 一 対 の リ ン ク 134， 135と の 位 置 関 係 か ら 、 ス
ラ イ ダ 137が 一 側 方 向 に ス ラ イ ド す る （ x1位 置 ） 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 主 扉 23に 取 り 付 け ら れ た ク ロ ー ザ 本 体 132と 扉 枠 12に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能
に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ダ 137と を 一 対 の リ ン ク 134， 135で 連 結 す る こ と に よ り 、 扉 体 13
の 開 閉 時 に 主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12に 沿 っ て 移 動 す る の に 連 動 し て ス ラ イ ダ 137が 移 動 し 、
主 扉 23の 一 側 が 扉 枠 12の 開 口 部 20の 外 側 に 移 動 し て い る 開 放 状 態 の と き に ス ラ イ ダ 137の
ス ラ イ ド を 規 制 し て ク ロ ー ザ 本 体 132に よ る 扉 体 13の 閉 鎖 方 向 へ の 付 勢 作 用 を 機 能 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 例 え ば リ ン ク 135の 扉 枠 12側 に 取 り 付 け る 支 点 位 置 を ス ラ イ ド さ せ な か っ た 場 合 に は 、
そ の 支 点 位 置 を 扉 体 13か ら 室 内 Ａ 側 に 大 き く 離 反 さ せ た 位 置 に 設 置 し な け れ ば な ら な か っ
た り 、 扉 体 13の 開 き 角 度 を 大 き く と れ な い な ど の 問 題 が あ る が 、 こ の ク ロ ー ザ 131の 構 成
に よ っ て そ れ ら の 問 題 を 解 消 で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て も 、 施 錠 手 段 と し て は 、 主 扉 23と 副 扉 24と の 間 に 設 け た
施 錠 ユ ニ ッ ト 113に 限 ら ず 、 扉 体 13の 内 面 13a側 で 、 扉 枠 12と 主 扉 23と の 間 、 扉 枠 12と 副 扉
24と の 間 で 施 錠 し て も よ く 、 こ れ ら を 組 み 合 わ せ て 複 数 設 置 し て も よ い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 の 形 態 で は 、 扉 体 13の 他 側 を 外 側 に 移 動 さ せ て 一 側 の 嵌 合 部 26を 被 嵌 合
部 27に 挿 脱 さ せ て い た が 、 扉 体 13を 他 側 に 向 け て 平 行 移 動 さ せ た 後 、 扉 体 13の 他 側 を 支 点
と し て 扉 体 13を 回 動 さ せ て 開 閉 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 扉 体 13の 嵌 合 部 26を 凸 状 、 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27を 凹 状 と し た が 、 逆 に 、 扉 体 13の
嵌 合 部 26を 凹 状 、 扉 枠 12の 被 嵌 合 部 27を 凸 状 と し て も よ い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 扉 装 置 の 構 造 は 、 住 宅 や 建 物 の 扉 な ど に 限 ら ず 、 自 動 販 売 機 や 金 庫 な ど の 扉 に も
適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 扉 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 扉 装 置 の 一 面 側 で あ る 室 内 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 扉 装 置 の 他 面 側 で あ る 室 外 側 か ら 見 た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 扉 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 扉 装 置 の 主 扉 の 嵌 合 部 お よ び 扉 枠 の 被 嵌 合 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 扉 装 置 の 施 錠 ユ ニ ッ ト の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 扉 装 置 の 施 錠 ユ ニ ッ ト の サ ム タ ー ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 上 扉 装 置 の 室 内 側 の 操 作 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 上 扉 装 置 の 室 外 側 の 操 作 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 扉 装 置 の 荷 受 位 置 に 開 い た 扉 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 上 扉 装 置 の 扉 体 を 荷 受 位 置 に 開 い た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 同 上 扉 装 置 の 荷 受 位 置 の 扉 体 を 通 じ て 荷 物 を 入 れ る 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 同 上 扉 装 置 の 開 閉 動 作 を (a)～ (e)の 順 に 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 扉 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 扉 装 置 の 一 部 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 す 扉 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ７ 】 同 上 扉 装 置 の 保 持 手 段 の 一 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 同 上 扉 装 置 の 保 持 手 段 の 他 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 同 上 扉 装 置 の 保 持 手 段 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 同 上 扉 装 置 の ク ロ ー ザ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 同 上 扉 装 置 の 室 内 側 か ら 見 た ク ロ ー ザ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 同 上 扉 装 置 の ク ロ ー ザ の 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 同 上 扉 装 置 の ク ロ ー ザ の 動 作 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ １ 】
　 11　 　 扉 装 置
　 12　 　 扉 枠
　 13　 　 扉 体
　 20　 　 開 口 部
　 23　 　 主 扉
　 24　 　 副 扉
　 26　 　 嵌 合 部
　 27　 　 被 嵌 合 部
　 30　 　 扉 支 持 手 段
　 31　 　 扉 支 持 体
　 34　 　 第 １ の 支 軸
　 36　 　 第 ２ の 支 軸
　 39　 　 開 閉 駆 動 手 段 と し て の 自 動 開 閉 ユ ニ ッ ト
　 45　 　 施 錠 手 段 と し て の 施 錠 ユ ニ ッ ト
　 51　 　 保 持 手 段
　 52　 　 規 制 手 段
　 55　 　 副 扉 部
　 58　 　 間 隙 部
　 63　 　 ガ イ ド ロ ー ラ
　 85　 　 開 閉 指 示 手 段
　 111 　 第 １ の 支 持 軸
　 112 　 第 ２ の 支 持 軸
　 113 　 施 錠 手 段 と し て の 施 錠 ユ ニ ッ ト
　 131 　 ク ロ ー ザ
　 132 　 ク ロ ー ザ 本 体
　 134， 135　 　 リ ン ク
　 137 　 ス ラ イ ダ
　 139 　 ス ラ イ ダ 係 止 手 段

10

20

30

(18) JP 2006-299599 A 2006.11.2



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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